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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 46,00 45,65 -0,35 43,19 +2,46

USD / BRL Spot BRL 2,2141 2,2327 +0,0186 2,3467 -0,1140

USD / JPY Spot JPY 101,85 101,92 +0,07 101,36 +0,56

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.597 50.454 -1.143 44.966 +5.488

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 158,3 159,3 +1,0 180,7 -21,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,55 12,56 +0,01 12,77 -0,21

DI Future Jul15（金利先物） % 11,67 11,64 -0,03 11,68 -0,04

3 Months US Dollar Libor % 0,229 0,226 -0,003 0,235 -0,009

CRB Index（国際商品指数） Index 311,1 309,2 -1,9 302,9 +6,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年4月16日

Indicator Unit 4月14日

昨日のドルレアルスポット相場は、財政懸念やウクライナでの情勢緊迫化を受けたリスク回避の動きから
レアル安となる展開でした。朝方は２月の小売売上高が市場予想を上回ったため前日比レアル高の２．２１
台前半で取引される局面もありましたが、政府が発表した２０１５年の財政目標が市場予想以上の成長率を
基にした数字だったため財政への懸念が台頭し２．２３近辺へレアル売りとなりました。その後もウクライナで
反政府武装勢力に対する強制排除が始まったことからリスク回避優勢となったため、レアルも連れ安となり
２．２３台後半へレアル続落となりました。午後に入ってもレアル安値圏で終始もみ合いとなり、結局２．２３台
前半で引けています。

政府は２０１５年のプライマリー財政収支目標を対ＧＤＰで２％－２．５％の黒字に設定すると発表しました。
マンテガ財務相はこの目標設定が投資家の信頼とインフレ期待の安定をもたらすと自画自賛していますが
マーケットはレアル売りとなっており反応は冷ややかです。今年の財政目標も甘い経済成長見通しでお茶を
濁しましたが、２０１５年についてもその傾向は変わらず現在のエコノミスト予想中心値が２％の成長率で
あるにもかかわらず政府は３％成長を基にしています。来年の話なので色々な不透明要素はあるにしても
ここまでのルセフ政権は言行不一致によって信認を失ってきた経緯があるのでとにかく行動で示す以外に
信頼回復方法はなく、その観点では未だ市場の不信感は強いままです。
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